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世
界
遺
産
「
平
泉
」
の
玄
関
口
、
Ｊ
Ｒ
平
泉
駅
に
降

り
立
つ
と
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
傍
に

洪
水
の
水
位
を
示
す
プ
レ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
昭
和

二
十
二
年
九
月
の「
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
」
と
、そ
の
約
一

年
後
の
「
ア
イ
オ
ン
台
風
」
来
襲
時
の
浸
水
水
位
を
示

し
た
も
の
だ
。
ア
イ
オ
ン
台
風
の
そ
れ
は
、
ゆ
う
に
二

㍍
を
超
え
て
い
た
。
こ
の
大
洪
水
に
よ
る
死
者
行
方
不

明
者
は
五
〇
〇
名
を
超
え
た
と
い
う
。
宮
城
、
岩
手
を

貫
流
す
る
北
上
川
の
氾
濫
に
起
因
す
る
大
災
害
だ
っ
た
。

　

二
つ
の
台
風
を
契
機
と
し
て
、
北
上
川
の
治
水
事
業

が
計
画
さ
れ
る
。
起
案
か
ら
半
世
紀
余
り
、
一
関
遊
水

地
事
業
は
そ
の
根
幹
を
な
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
上
流
の

五
つ
の
ダ
ム
群
と
、
一
関
市
と
平
泉
町
に
ま
た
が
る
平

坦
地
の
三
つ
の
遊
水
地
で
洪
水
調
整
を
行
い
、
市
街
地

の
洪
水
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
計
画
だ
。

　

遊
水
地
を
流
れ
る
北
上
川
に
沿
っ
て
小
堤
を
築
き
、

さ
ら
に
そ
の
一
帯
を
本
堤
（
周
囲
堤
）
で
包
囲
。
平
時

の
本
堤
内
は
農
耕
地
と
し
て
有
効
利
用
す
る
。
小
規
模

な
洪
水
に
対
し
て
は
川
沿
い
の
小
堤
が
農
耕
地
へ
の
流

入
を
く
い
止
め
、
大
洪
水
の
際
に
は
本
堤
で
包
囲
さ
れ

た
遊
水
地
全
体
で
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
水
を
湛
水
し
、
市

街
地
へ
の
流
出
を
防
ぐ
。
水
門
は
三
つ
の
遊
水
地
に
一

つ
ず
つ
設
け
ら
れ
る
。
大
雨
が
去
っ
た
後
、
河
川
の
水

位
低
下
と
連
動
し
て
開
門
し
、
遊
水
地
内
に
貯
留
し
た

水
を
速
や
か
に
北
上
川
へ
戻
す
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

北
上
川
を
治
め
る
要
と
な
る
遊
水
地
事
業
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世
界
遺
産
の
ま
ち
を

洪
水
か
ら
護
る
巨
大
な「
要
塞
」

 
一
関
遊
水
地
長
島
水
門
新
設
工
事

延
長
約
二
五
〇
㌔
㍍
、流
域
面
積
は
一
万
平
方
㌔
㍍
を
超
え
る
東
北
地
方
で
最
大
の
大
河
川
、北
上
川
。

流
域
に
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
す
こ
の
大
河
は
、ひ
と
た
び
大
雨
が
降
る
と
大
氾
濫
を
起
こ
し
、

以
前
か
ら
こ
の
一
帯
を
脅
か
す
洪
水
の
元
凶
と
も
な
っ
て
い
た
。

現
在
、一
関
、平
泉
地
区
に
お
い
て
北
上
川
治
水
事
業
の
根
幹
を
な
す
大
規
模
遊
水
地
の
建
設
が
進
む
。

世
界
遺
産
を
擁
す
る
ま
ち
を
自
然
災
害
か
ら
護
る
巨
大
水
門
の
建
設
現
場
を
訪
ね
た
。

水門は平泉町の風土景観地区に設置されるため、ゲートを垂直方向に持ち上げる直上げ方式ではなく、門柱を必要とせず水平方向に
回転するように開門する横転式ローラーゲートが採用された。遊水地全体として統一感のある景観に配慮したデザインだ。

一関遊水地は、治水安全度や地内の土地利用を考慮し、
第1・第2・第3の3つの遊水地で構成されている。

周囲堤による市街地等への水害防御

遊水地内での洪水調節

小堤による遊水地内への水害防御

農耕地として利用

大洪水の時

遊水地

ふだんの時

遊水地

中小洪水の時

遊水地

（提供：㈱奥村組）
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在
し
て
い
た
の
で
す
。
大
き
い
も
の
は
一
・
五
㍍
も
あ

り
ま
し
た
。
コ
レ
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
根
気
強
く
取
り
除

く
し
か
な
い
。
こ
の
現
場
で
は
基
礎
工
事
が
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
ね
」
と
明
か
す
。
矢
板
の
打
設
も
同

様
だ
っ
た
。
転
石
を
撤
去
し
て
砂
に
置
き
換
え
な
が
ら

打
設
し
て
い
っ
た
と
い
う
。「
打
ち
込
み
が
で
き
な
い

と
話
に
な
ら
な
い
。
規
模
も
大
き
く
、
転
石
も
多
い
こ

う
ち
二
つ
を
借
切
り
状
態
に
し
て
調
達
し
た
。
現
場
の

順
調
な
進
捗
の
背
景
に
は
、
協
力
会
社
を
は
じ
め
全
職

人
、
職
員
の
結
束
力
の
強
さ
が
あ
る
。

　

現
場
で
は
構
造
物
の
構
築
が
佳
境
を
迎
え
て
い
た
。

全
容
を
現
し
始
め
た
水
門
は
、
洪
水
か
ら
ま
ち
を
防
備

す
る
巨
大
な
要
塞
の
よ
う
だ
。「
基
礎
が
終
わ
っ
た
後

は
粛
々
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
っ
て
い
く
、
地
道
な
作

業
で
す
。
冬
季
は
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
五
度
く
ら
い
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
養
生
空
間
は
一
〇
度
以
上

と
な
る
よ
う
に
温
室
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
。
一
カ
月

で
灯
油
を
二
万
㍑
も
焚
く
の
で
す
よ
」
と
佐
藤
所
長
が

苦
笑
す
る
。

　

マ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
管
理
に
は
格
別
に
配
慮

し
、
ひ
び
割
れ
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
も
の
技

術
的
工
夫
を
行
っ
た
と
い
う
。「
ひ
び
割
れ
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
パ
イ
プ
ク
ー
リ
ン
グ
を
採
用
し
ま
し
た
。

こ
の
現
場
は
、
施
工
基
面
が
地
下
水
位
よ
り
も
低
か
っ

た
た
め
、
地
下
水
低
下
工
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

汲
み
上
げ
た
地
下
水
は
一
年
を
通
し
て
一
五
度
程
度
で

安
定
し
て
お
り
、
水
量
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
か
ら
冷
却

水
と
し
て
利
用
し
、
施
工
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
」

と
佐
藤
所
長
は
説
明
す
る
。

　

こ
う
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
、

佐
藤
所
長
の
キ
ャ
リ
ア
に
因
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
入
社
し
て
六
年
は
関
西
、
そ
れ
か
ら
は
出
身
地
の
東

京
に
戻
り
、
以
来
、
東
京
二
三
区
か
ら
出
た
こ
と
が
な

今
回
訪
れ
た
の
は
一
昨
年
の
十
月
に
着
工
し
た
第
二
遊

水
地
の
長
島
水
門
の
現
場
。
延
長
一
〇
四
㍍
、
最
大
高

さ
一
八
・
五
㍍
、
水
路
の
最
大
幅
は
八
二
・
四
㍍
の
東
北

地
方
最
大
級
、
国
内
で
も
有
数
の
大
型
水
門
だ
。

　

現
場
で
指
揮
を
執
る
佐
藤
晋
工
事
所
長
に
お
話
を
伺

っ
た
。「
こ
の
一
帯
は
日
常
的
に
冠
水
す
る
と
い
っ
て

も
い
い
洪
水
の
常
襲
地
域
で
す
。
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん

は
遊
水
地
や
水
門
に
対
す
る
意
識
が
非
常
に
高
い
。
い

わ
ば
市
民
の
悲
願
と
も
い
え
る
事
業
で
す
」。
着
工
一

年
以
内
に
、
現
場
に
続
く
工
事
用
道
路
が
三
度
冠
水
し

た
。
洪
水
警
報
も
頻
繁
に
発
令
さ
れ
る
。
過
去
四
回
ほ

ど
開
催
し
た
見
学
会
に
は
住
民
の
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し

た
と
い
う
。「
そ
の
大
き
さ
に
皆
さ
ん
驚
か
れ
て
い
る

様
子
で
、
同
時
に
期
待
感
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」。

　

着
工
時
の
現
地
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
だ
っ
た
と
佐

藤
所
長
は
振
り
返
る
。
そ
こ
に
一
〇
〇
㍍
四
方
の
基
礎

を
施
工
し
た
。
一
次
掘
削
し
て
直
径
一
・
二
㍍
の
基
礎

杭
を
最
深
一
七
㍍
ま
で
打
ち
込
ん
で
い
っ
た
、
そ
の
数

四
二
六
本
。
遮
水
矢
板
は
五
一
八
枚
に
達
し
た
。
場
所

打
ち
杭
の
施
工
に
当
た
っ
て
、
一
〇
〇
㍍
四
方
の
敷
地

を
田
の
字
に
四
分
割
し
て
、
打
設
機
械
を
各
一
基
ず
つ

配
置
。
ケ
ー
シ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
を
打
ち
込
む
ポ
イ
ン
ト

に
配
慮
し
な
が
ら
四
セ
ッ
ト
を
並
行
し
て
稼
働
さ
せ
た
。

　

佐
藤
所
長
を
悩
ま
せ
た
の
は
地
中
に
潜
む
「
障
害

物
」
だ
っ
た
。「
現
場
は
も
と
も
と
川
が
流
れ
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
か
ら
、
地
面
の
下
に
転
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
点

地
中
に
潜
む「
障
害
物
」と
の
格
闘

美
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
の
こ
だ
わ
り

上／コンクリート打設箇所に配置した鋼管内に地下水を通水し、コンクリート内部の温度上昇を
抑制する。「鉄分を多く含んだ地下水がコンクリート表面を赤く染めてしまうことも考えられた。
パイプクーリングで循環させた水は排水時にコンクリートに触れないよう工夫しました」（佐藤
所長）。（提供：㈱奥村組）
下／型枠脱型後、不織布付のビニールシートでコンクリート表面を覆って注水し、湿潤状態を保
つ。コンクリートのひび割れ対策として、このほかにも膨張剤の添加や乾燥収縮低減剤の塗布、コ
ンクリートの温度管理など品質管理に細心の注意を払った。（提供：㈱奥村組）

の
現
場
を
こ
な
せ
る
高
度
な
技
術
、
人
員
を
有
す
る
施

工
会
社
も
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回

は
優
れ
た
協
力
会
社
が
結
集
し
て
く
れ
た
。
一
体
と
な

っ
て
着
実
に
施
工
を
進
め
て
い
ま
す
」。
東
北
地
方
で

建
機
の
需
要
が
高
ま
る
な
か
、
施
工
機
械
は
札
幌
、
新

潟
、
東
京
、
福
岡
の
会
社
に
協
力
を
仰
い
で
配
備
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
も
県
南
地
域
に
あ
る
三
つ
の
プ
ラ
ン
ト
の

左／巨大な転石が現
場のいたるところに
潜んでいた。
下／高い品質を保ち
ながら工事を進める
ために、熟練した技
術を持つ職人が結集
している。

発 注 者：国土交通省東北地方整備局
施 工 者：株式会社奥村組
工　　期：平成26年10月9日〜平成29年12月12日
主要施工数量：
［河川土工］掘削工60,400㎥、盛土工8,290㎥�
［水門本体工］�場所打ち杭工426本（φ1,200、L=13.5〜 17.0m）�

遮水矢板工518枚（広幅鋼矢板10H型、L=2〜25m）�
均しコンクリート工820㎥�
本体コンクリート工28,996㎥（鉄筋1,924.68t）

工事概要
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この水門工事ほど周辺からの関
心が高い現場は他にありません

り、杭の打設音が気になってお宅の庭
先で確認したのですが「大丈夫だよ。
大変なのはわかっているから」と逆に
応援していただきました。時には「こ
れ、持っていって」と山ほどジャガイ
モをいただいたり。嬉しいですね。こ
れまでに経験した工事では、その成果
が地中に隠れてしまうものが多かった
ので、今回は自分たちの仕事が目に見
えて残る。その喜びも感じています。

でした。都市部では、粉じん対策や、
施工音の防音、安全確保をはじめ、近
隣住民の皆さんからの相談対応に腐心
することが多かった。ここでは地域の理
解度の深さを実感しました。それだけ
皆さんが待ち望んでいるインフラであ
ることを自覚して施工に臨んでいます。
　現場から30mほどの所に民家があ

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

株式会社奥村組 東北支店
一関遊水地長島水門新設工事
一関長島工事所 所長

佐藤 晋
Shin Sato

か
っ
た
の
で
す
。
工
種
も
鉄
道
、
水
道
、
地
下
駐
輪
場
、

港
湾
と
、
同
じ
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」。
ど

れ
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
深
く
関
わ
る
施
工
だ
。
長
島
水

門
の
美
し
い
仕
上
が
り
は
そ
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た

も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　

現
場
に
配
置
さ
れ
た
職
員
は
六
名
、
若
手
が
中
心
だ
。

所
長
と
は
別
に
現
場
代
理
人
と
監
理
技
術
者
が
お
り
、

 「
現
場
」で
の
経
験
が
若
手
を
大
き
く
す
る

6枚の樹脂製パネルを連結した型枠は一部が透明になっており、そこを透してコンクリートの仕上がり具合を
確認することができる。脱型した後はクレーンで型枠を揚重し、引き続き上部のコンクリートを打設する。

右／先行した大林水門はすでに完成している。壮麗な神殿
を思わせる佇まいだ。
左／長島水門を真上から見た様子。大規模な現場だからこ
そ、設計図通り緻密に施工されている。

い
ず
れ
も
若
手
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
現
場
で
先
輩
職

員
、
職
人
た
ち
と
直
に
接
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
な
経
験

を
積
む
こ
と
で
成
長
を
促
す
全
社
的
な
取
組
み
だ
と
い

う
。
佐
藤
所
長
は
「
な
る
べ
く
口
出
し
せ
ず
、
一
切
を

任
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
『
早
く
言
っ
て

よ
〜
』
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
多
少
の
リ
ス
ク

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
若
手
は
大
き
く
な
れ
ま
せ
ん
」
と

笑
う
。
全
員
単
身
赴
任
で
、
一
関
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
暮

ら
し
て
い
る
。
週
に
一
度
佐
藤
所
長
の
部
屋
で
食
卓
を

囲
む
。「
こ
の
季
節
は
鍋
。
時
に
は
本
音
も
聞
け
る
大
切

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

現
場
を
上
空
か
ら
撮
影
す
る
こ
と
に
な
り
、
若
手
の

職
員
さ
ん
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
い
た
。
地
上
で
ド
ロ

ー
ン
を
操
る
西
山
カ
メ
ラ
マ
ン
の
手
元
の
モ
ニ
タ
ー
に

目
を
や
り
、
現
場
の
俯
瞰
映
像
を
見
な
が
ら
「
お
ぉ
、

図
面
通
り
に
で
き
て
い
る
！
」
と
思
わ
ず
声
を
上
げ
た
。

言
っ
た
本
人
も
含
め
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
全
員
が
爆
笑
。

活
気
に
満
ち
た
現
場
は
本
年
末
の
竣
工
に
向
け
さ
ら
に

加
速
し
て
い
る
。


